
 

 

2017～2021年度州計画： 一般市民の皆さんへの識見の要請 

「州発達障害者計画調査」にご回答いただき、ありがとうございます。  

「審議会」では新規提案の「5か年州発達障害者計画」に関する識見をお聞きしたい

と考えています。 

「州発達障害審議会（SCDD）」には、知的/ 発達障害を抱える人たちやその家族がカリフォルニア

州内の希望する地域社会において実りの多い、自立した生活を送るうえで必要とする情報、サービ

ス、支援を確実に供与するという使命があります。 私たちは、障害を抱える人たちの生活をより良

いものに改善し、こうした人たちを対象とする支援体制やサービス体制の向上の余地がある領域に焦

点を当てることをビジョンに掲げます。 

こうした使命を成就する目的から、「審議会」は昨年1年間、次の5か年の戦略的な「州発達障害者計

画」策定にあたってカリフォルニア州全域の地域社会の人々の識見の収集に取り組んできました。 

こうした「州発達障害者計画」は次の5年に向けての私たちの取り組みの指針となります。 「審議

会」は、知的/ 発達障害（I/DD）を抱える人たち、その家族、専門家、一般市民を対象に、彼らが重

要で必要だと考えるサービスに関する調査を実施して、新規の「州発達障害者計画」策定に着手しま

した。 

皆さんの多くが「州発達障害者計画」調査に参加し、ご回答いただきました。 タウンホール会議、

地域社会イベント中に収集された調査票および「Survey Monkey」によるオンライン調査を通じて総

計3,350人からの情報が集まりました（*注記： 調査は16種類の言語で実施されました）。 各調査回

答者には最重要のサービス領域を3つ選んでいただきました。 回答者から寄せられた最重要領域： 

人々にとって最重要であったサービス領域 

（地域会議/ 調査およびSurvey Monkey） 

（州および）連邦の重点領域 総計 

雇用 1,432 

公式/ 非公式のコミュニティ・サポート 1,293 

住宅 1,144 

教育および早期介入 999 

自己決定 721 

健康 741 

交通機関 666 

品質保証 655 



 

 

レクリエーション 557 

安全/ 虐待防止 529 

育児 350 

その他 12 

 

調査回答および何千にも及ぶご意見を基に、「審議会」の「州発達障害者計画委員会」は、次の5年

間の「審議会」の取り組みを規定して推進することとなる計6つの目標を盛り込んだ「州発達障害者

計画」の提案版を策定しました。 「審議会」は提案された「2017～2021年度カリフォルニア州発達

障害者計画」に組み込まれている6つの目標に関する一般市民の方による検証および意見をお願いし

ています。 

一般市民の方からの意見募集期間は45日間です。  

最終版の「州発達障害者計画」には、6つの各目標における複数の達成目標、目標や達成目標を成就

する目的で考案された実際の活動を説明する2か年作業計画などのさらなる詳細が盛り込まれます。 

カリフォルニア州の5か年「州発達障害者計画」の提案版は2016年8月15日までに「知的/ 発達障害管

理局（AIDD）」に提出されます。 

（提案版）2017～21年度州発達障害者計画 

目標1：  セルフ・アドボカシー 

州の多様性の象徴である、I/DDを患うカリフォルニア州民とその家族には、地域社会での生活のあ

らゆる側面で自己決定、他者との融合および平等な機会を実現するうえでの公民権やサービスに係る

権利を支持する、これまで以上に多くの情報やサポートが供与されます。 

目標2：  雇用 

州の多様性の象徴である、I/DDを患うカリフォルニア州民とその家族には、魅力的で公平な雇用機

会を得るうえでこれまで以上に多くの情報が供与されます。 

目標3：  公式および非公式の地域社会サポート 

州の多様性の象徴である、I/DDを患うカリフォルニア州民とその家族には、一般市民が利用できる

地域社会基盤のサービスにアクセスできるよう、これまで以上に多くの情報とサポートが供与されま

す。 

目標4：  住宅 



 

 

州の多様性の象徴である、I/DDを患うカリフォルニア州民とその家族には、生活する場所と共に生

活する相手についての選択権と柔軟性を付与するような良心的価格の、アクセスしやすい、安全かつ

完全統合型の住宅を取得できるよう、これまで以上に多くの情報が供与されます。 

目標5：  早期介入および教育（* 移行と中等教育後が       含まれます） 

州の多様性の象徴である、I/DDを患うカリフォルニア州民とその家族には、生涯にわたって包括的

な教育サービスを受けることができるよう、これまで以上に多くの情報が供与されます。 

目標6：  安全衛生 

州の多様性の象徴である、I/DDを患うカリフォルニア州民とその家族には、ニーズおよび医療選択

に適合するような健康、公衆衛生ならびに関連サービスにアクセスできるよう、これまで以上に多く

の情報が供与されます。 

こちらをクリックして「審議会」の「州発達障

害者計画」提案版に関するご意見をお聞かせく

ださい。 
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